
 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人  

飯舘村村民とふくしま再生の会との出会い 
2011年6月、田尾陽一（現「ふくしま再生の会」代表）を

中心に15名ほどのグループが訪問。協働を申し出る。  

 福島第一原子力発電所の事故は、明確な人災

である 。  

 原子力発電所はそもそも事故を収束させる技術

を当然持っているべきである。  

 村民が帰村して安心して農業を営み生活できる

施策を打つべきである。  

 福島だけの問題ではなく世界の問題である。  

 得られたデータをすべて再生のために行政へ提

供し提言を行う 。  

共感から協働がスタート。 

「ふくしま再生の会」発足 

ICT と人のネットワーク 
各国からのスタディツアー 

全村放射線モニタリング 
エアロゾル測定 
山野草放射能測定 
イノシシ放射能測定 

農民が自分でできる除染法開発 
住居除染・山林除染実験 

イネ、大豆、ソバの試験栽培 
放射性セシウム移行調査 

小水力発電ピコピカ 
点滴養液栽培システム 

までい再生ネットワーク 
いいたてホームサポート 

まずは現場を見る 
自分にできることを持ち寄る 
農家の知恵に学ぶ 
組織や制度に囚われない 
走りながら考える 


